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世界における沿革

 集成材は、1901年ドイツ人のオットー・ヘッツｧ
ｰによって考案された。

日本における沿革

 昭和26年に「四谷の森林記念館」に最初
に使用された。



日本の集成材建築物　

工事名称 ：大館地区多目的ドーム（樹海ドーム）

規模 ：高さ　 　52m

： 長辺 178m

：　短辺 157m

：　延べ床面積　23218㎡

竣工時期　 ：　1997年



  

集成材とは
 定義

ひき板または小角材等を、その繊維方向を互いにほぼ平行
にして、厚さ、幅および長さ方向に集成接着した木材。



  

集成材の用途種別

 造作用集成材
 化粧ばり造作用集成材

 構造用集成材
 化粧用構造用集成材



  

構造用集成材とは

 構造用集成材の定義
 所要の耐力を目的として、ひき板をその繊維方向にほぼ

平行にして、積層接着した一般材であって、主として構造
物の耐力部材として用いられるものをいう。

短辺が7.5㎝未満または長辺が15㎝未満のもの 小断面集成材

短辺が7.5㎝以上、長辺が15㎝以上のものであっ
て、大断面集成材以外のもの

中断面集成材

短辺が15㎝以上、断面積が300cm2以上のもの 大断面集成材



  

構造用集成材の種類と強度等級

 異等級対象構成 構造用集成材
 異等級非対称構成 構造用集成材　　（ひき板を4枚以上積層）

 同一等級構成 構造用集成材　　　　　（ひき板を2枚以上積層）



  

強度等級

 集成材の強度等級は、E(曲げヤング係数）とＦ
（曲げ強さ）によって示されている。

 前項でのひき板の積層構成方法と樹種などに
よって強度グループに分けられ、さらにその中
で使用されているひき板の強度の構成により
強度が決まる





◆　接着剤は大丈夫か？

一般に使われている接着剤は、水に弱かったり、熱に弱かったりの物がありますが、構造
用集成材に使用している接着剤は、完全固形化し水にも溶けず、木材が燃えても接着剤
が残ると言う程「火」に強いものです。
　シックハウス症候群の原因になる接着剤のホルムアルデヒト放散量は、Ｆ☆☆☆☆で、
ほとんど影響がなく使用面積に制限がありません。
弊社の構造用集成材も低ホルムアルデヒト集成材Ｆ☆☆☆☆ＪＡＳ認定品です。

ホルムアルデヒト放散量試験のＪＡＳ規
格

４．２ｍｇ／Ｌ３．０ｍｇ／Ｌ
Ｆ☆と表示
するもの

２．１ｍｇ／Ｌ１．５ｍｇ／Ｌ
Ｆ☆☆と表示
するもの

０．７ｍｇ／Ｌ０．５ｍｇ／Ｌ
Ｆ☆☆☆と
表示するもの

  　 ０．４ｍｇ／Ｌ  　０．３ｍｇ／Ｌ
Ｆ☆☆☆☆と
表示するもの

最　大　値平　均　値表 示 の 区 分



◆　防火性能は？

　素材はあくまで木材なので「燃えます」　⇒　但し「火災」には強いです。　　
　　　断面の大きな構造用集成材は表面がある程度燃えると炭化層が出来て
しまい酸素の供給が絶たれ、燃え難くなります。炭化実験によると一分間に
0.6ｍｍ～0.8ｍｍの速度で炭化すると言われ、この炭化層が保護層になり温
度が1000度以上になっても燃えないで強度を保つことが出来ます。鉄やアル
ミニウムは、500～800度になると軟化してしまいます。



  

 集成材製造工程

 製材工程
 ひき板の製造

 丸太の搬入
 皮むき
 製材
 乾燥



皮むき機械（バーカー）投入時 皮むき機械（バーカー）終了時

自動製材機 　　　　　自動製材機（正面）



　乾燥機 　　　　　乾燥機（内部）

乾燥済みひき板



  

ラミナ（集成材を構成するための調整さ
れたひき板）の製造

 ラミナの製造工程
 人工乾燥ひき板の予備切削
 含水率チェック 
 ひき板の等級区分 
 ひき板の横切り 
 縦継ぎ 
 ラミナ仕組



    予備切削機
　　水分センサー

 　（含水率測定）

グレーディングマシン

 （ひき板の等級区分）

　　　　グレーディングマシンの内部仕組み

 （上記の機械で等級区分されたひき板をMSR材と呼ぶ）



規格項目 記号 使用例

フィンガの長さ l 18～20mm

ピッチ p 5～7mm

フィンガ先端厚さ t1 0.6～0.8mm

フィンガの底部幅 t2 0.4～0.6mm

勘合度 t1- t2 0.1mm以上

スカーフ傾斜比 θ 1/7.5以下

フィンガーカット（垂直式）の
形状



 縦継ぎの強度試験
 曲げ試験（C試験）
 引張試験

フィンガージョイント　縦継ぎ フィンガージョイント材



 積層接着
 ラミナ材の仕上げ切削
 接着剤塗布
 圧締

高速モルダー 接着剤塗布



 圧締
 油圧プレス（冷圧式）

 油圧プレス（高周波式）



  

構造用集成材集成材の仕上げ切削・加工

 仕上げ切削

　　　　大断面モルダー

プレスから出てきた直後の集成材

　　　ランニングプレーナー



 加工
 CNC加工機 (Cad New Medical)

 CADデータによる全自動加工機
 切断 （３次元カット）
 穴あけ
 スリット





　　　　集成材の瑕疵保証制度について
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